
は
じ
め
に

本
稿
は
、
現
在
の
新
潟
県
全
域
に
関
わ
る
史
料
を
編
年
で
載
録
し
た
史
料
集
で

あ
る
『
越
佐
史
料
』
の
編
纂
に
携
わ
っ
た
布
施
秀
治
（
１
）
（
一
八
七
五
―
一
九
四
八
）

の
学
問
的
な
業
績
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
布
施
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

『
稿
本
越
佐
史
料
』
を
は
じ
め
と
す
る
史
料
の
概
略
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
越
佐
史
料
』
は
、
旧
越
後
国
と
佐
渡
国
（
現
在
の
新
潟
県
全
域
）
に
関
わ
る

史
料
を
編
年
で
載
録
し
た
も
の
で
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
よ
り
昭
和
六
年

（
一
九
三
一
）
に
か
け
て
巻
一
よ
り
巻
六
に
い
た
る
全
六
冊
が
刊
行
さ
れ
、
天
正

十
二
年
（
一
五
八
四
）
六
月
ま
で
の
史
料
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
（
２
）
。

本
書
の
編
纂
を
主
宰
し
た
の
は
、
新
潟
県
北
蒲
原
郡
安
田
村
（
現
、
新
潟
県
阿

賀
野
市
安
田
）
に
生
ま
れ
た
高
橋
義
彦
（
一
八
七
〇
―
一
九
三
一
）
で
あ
る
。
義

彦
は
安
田
村
の
素
封
家
旗
野
木
七
の
四
男
で
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に

中
蒲
原
郡
海
老
ヶ
瀬
村
（
現
、
新
潟
市
東
区
海
老
ヶ
瀬
）
の
高
橋
家
の
養
嗣
子
と

な
り
同
家
を
相
続
し
た
。
な
お
義
彦
の
す
ぐ
上
の
兄
は
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
の

編
纂
で
知
ら
れ
る
吉
田
東
伍
（
一
八
六
四
―
一
九
一
八
）
で
、
東
伍
は
明
治
十
七

年
に
中
蒲
原
郡
大
鹿
村
（
現
、
新
潟
市
秋
葉
区
大
鹿
）
の
吉
田
家
に
養
子
に
入
っ

て
い
る
。
義
彦
が
『
越
佐
史
料
』
の
編
纂
を
志
し
た
の
は
、
兄
東
伍
が
『
大
日
本

地
名
辞
書
』
を
編
纂
す
る
に
あ
た
り
、
越
後
・
佐
渡
両
国
の
関
係
史
料
の
蒐
集
を

助
け
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
た
と
い
う
（
３
）
。

『
越
佐
史
料
』
の
体
裁
は
、
ま
ず
事
件
の
概
要
を
簡
潔
な
文
語
文
で
記
述
し
た

「
綱
文
」
を
掲
げ
、
そ
の
後
に
関
係
す
る
史
料
を
列
挙
す
る
と
い
う
も
の
で
、
こ

れ
は
明
治
三
十
四
年
に
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
の
史
料
編
纂
掛
（
現
在
の
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
）
よ
り
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
『
大
日
本
史
料
』
の
体
裁
に
倣
っ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
高
橋
の
も
と
で
編
纂
に
携
わ
っ
た
研
究
者
の
中
に
、

渡
辺
世
祐
・
花
見
朔
巳
ら
史
料
編
纂
掛
の
職
員
が
い
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
渡
辺
・
花
見
ら
は
、
義
彦
の
兄
吉
田
東
伍
が
そ
の
創
設
と
運
営
に
大

き
く
関
わ
っ
た
日
本
歴
史
地
理
学
会
の
役
員
で
も
あ
っ
た
。

本
稿
で
紹
介
す
る
布
施
秀
治
も
、
大
正
七
年
五
月
四
日
よ
り
同
十
二
年
四
月
十

布
施
秀
治
と
『
稿
本
越
佐
史
料
』

杉

山

巖

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
三
号

二
〇
〇
九
年
三
月
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日
ま
で
史
料
編
纂
掛
に
勤
務
し
、
そ
の
後
、
高
橋
義
彦
よ
り
『
越
佐
史
料
』
の
編

纂
を
嘱
託
さ
れ
て
大
正
十
五
年
八
月
に
刊
行
さ
れ
た
巻
二
（
応
永
元
年
よ
り
嘉
吉

三
年
ま
で
の
史
料
を
収
載
）
以
降
の
編
纂
に
参
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

『
越
佐
史
料
』
は
、
そ
の
後
昭
和
二
年
に
巻
三
、
同
三
年
に
巻
四
、
同
五
年
に

巻
五
を
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
し
た
が
、
巻
六
の
刊
行
が
間
近
に
迫
っ
て
い
た
昭
和
六
年

四
月
三
十
日
に
高
橋
義
彦
が
死
去
し
た
た
め
、
同
年
八
月
三
十
日
に
出
版
さ
れ
た

巻
六
を
も
っ
て
そ
の
刊
行
は
途
絶
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
綱
文
」
と
典
拠
と

な
る
史
料
名
を
記
し
た
原
稿
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
明
治
四
年
の
部
分
ま
で
そ
の

作
成
を
終
え
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
含
む
ま
と
ま
っ
た
形
で
の
『
越
佐
史
料
』
の
稿

本
は
、
新
潟
市
江
南
区
沢
海
の
（
財
）
北
方
文
化
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
編
纂
の
実
務
を
最
後
に
担
っ
た
布
施
秀
治
の
も
と
に
は
、
巻
六
に
続
く

巻
七
に
相
当
す
る
部
分
の
浄
書
原
稿
『
稿
本
越
佐
史
料
』
全
八
冊
（
＋
別
巻
一

冊
）
が
残
さ
れ
た
。
天
正
十
二
年
よ
り
慶
長
七
年
ま
で
の
史
料
を
載
録
し
た
こ
の

稿
本
の
所
在
に
つ
い
て
は
、『
越
佐
の
書
』（
新
潟
日
報
事
業
社
、
一
九
七
四
年
）

「
布
施
秀
治
」
の
項
（
渡
辺
慶
一
執
筆
）
な
ど
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
は
い
た
が
、

本
格
的
に
調
査
・
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

筆
者
は
、
二
〇
〇
八
年
八
月
及
び
十
一
月
に
新
潟
県
上
越
市
頸
城
区
手
島
に
所

在
す
る
布
施
秀
治
の
旧
宅
を
訪
れ
、
上
越
市
公
文
書
館
準
備
室
の
福
原
圭
一
氏
及

び
大
正
大
学
講
師
の
三
浦
龍
昭
氏
と
と
も
に
『
稿
本
越
佐
史
料
』
を
含
む
関
係
史

料
の
調
査
・
撮
影
を
行
う
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
布
施
秀
治
の
生
涯
と
そ
の
学
問
的
な
業
績
を
概
観
し
つ
つ
、

『
稿
本
越
佐
史
料
』
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

な
お
、
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
布
施
秀
治
の
後
裔
に
当
た
る
布
施
尚
彦
氏
を
は

じ
め
と
す
る
ご
親
族
の
方
々
、
及
び
旧
宅
や
史
料
の
管
理
に
当
た
っ
て
来
ら
れ
た

井
澤
健
氏
の
御
高
配
を
賜
っ
た
。
特
に
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

一

布
施
秀
治
の
生
涯
と
そ
の
業
績

ま
ず
は
本
稿
で
紹
介
す
る
『
稿
本
越
佐
史
料
』
の
編
者
で
あ
る
布
施
秀
治
の
生

涯
を
概
観
し
て
お
き
た
い
（
４
）
。

『
上
杉
謙
信
伝
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
歴
史
学
者
の
布
施
秀
治
は
、
明
治

八
年
三
月
九
日
に
新
潟
県
中
頸
城
郡
明
治
村
大
字
手
島
（
現
、
上
越
市
頸
城
区
手

島
）
十
一
番
地
に
生
ま
れ
た
。
秀
治
の
生
家
は
頸
城
村
の
名
主
を
つ
と
め
て
い
た

布
施
家
（「
本
布
施
」
家
）
の
分
家
に
当
た
り
、
秀
治
の
祖
父
民
五
郎
（
良
穀
）

も
地
元
で
名
の
通
っ
た
学
者
で
あ
っ
た
。
布
施
秀
治
の
旧
宅
の
前
に
は
「
布
施
良

穀
先
生
」
と
刻
ま
れ
た
筆
塚
が
現
在
も
立
っ
て
お
り
、
民
五
郎
が
私
宅
で
学
問
を

講
じ
て
い
た
当
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
学
問
的
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
育
っ
た
秀
治
は
、
さ
ら
に
学
問
を
進

め
る
べ
く
東
京
に
出
て
哲
学
館
（
現
在
の
東
洋
大
学
の
前
身
）
に
入
学
し
た
。
哲

学
館
は
明
治
二
十
年
に
創
設
さ
れ
た
哲
学
を
専
修
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
専
門

学
校
で
、
創
設
者
の
井
上
円
了
（
一
八
五
八
―
一
九
一
九
）
も
や
は
り
新
潟
県

（
当
時
は
越
後
国
長
岡
藩
領
の
浦
村
）
の
出
身
で
あ
っ
た
。
布
施
は
、
明
治
二
十

七
年
九
月
ま
で
こ
の
哲
学
館
で
学
ん
だ
が
、
学
年
試
験
を
す
べ
て
終
え
た
翌
日
に

当
た
る
同
年
七
月
六
日
に
撮
影
さ
れ
た
「
講
師
・
生
徒
大
懇
親
会
」
の
記
念
写
真
（
５
）

に
よ
れ
ば
、
当
時
の
哲
学
館
の
講
師
陣
と
し
て
、
井
上
の
ほ
か
に
文
学
博
士
の
加

藤
弘
之
を
は
じ
め
、
清
野
勉
・
黒
川
真
頼
・
日
下
寛
・
齋
藤
唯
心
・
島
田
鈞
一
・

村
上
専
精
・
松
本
文
三
郎
ら
が
見
え
る
。
ま
た
布
施
と
と
も
に
学
ん
だ
学
生
の
中

に
は
、『
国
書
解
題
』（
六
合
館
、
一
八
九
九
年
）・『
漢
書
解
題
集
成
』（
全
三
冊
、

六
合
館
、
一
九
〇
〇
―
一
九
〇
一
年
）
の
編
者
と
し
て
知
ら
れ
る
佐
村
八
郎
や
、

後
に
東
洋
大
学
の
学
長
と
な
る
高
島
米
峰
ら
が
い
た
。
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哲
学
館
を
卒
業
し
た
布
施
が
目
指
し
た
の
は
、
教
育
者
の
道
で
あ
っ
た
。
明
治

三
十
三
年
十
一
月
、
布
施
は
帝
国
教
育
会
附
属
の
中
等
教
員
講
習
所
に
入
学
し
、

同
三
十
五
年
六
月
に
地
理
歴
史
科
を
卒
業
す
る
。
そ
し
て
教
員
検
定
試
験
を
受
験

し
、
同
年
十
二
月
九
日
、
師
範
学
校
・
中
学
校
・
高
等
女
学
校
の
歴
史
科
（
日
本

史
・
東
洋
史
）
の
教
員
免
許
状
を
授
与
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
教
員
の
資
格
を
得
た
布
施
は
、
翌
明
治
三
十
六
年
一
月
二
十
三
日
に

教
諭
兼
舎
監
と
し
て
山
梨
県
立
第
一
中
学
校
（
現
在
の
甲
府
第
一
高
等
学
校
）
に

赴
任
し
て
い
る
。
甲
府
の
地
で
二
年
半
余
を
過
ご
し
た
布
施
に
一
つ
の
転
機
か
訪

れ
た
の
は
、
明
治
三
十
八
年
八
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
布
施
の
郷
里
に

程
近
い
新
潟
県
立
高
田
中
学
校
（
現
在
の
高
田
高
等
学
校
）
に
転
勤
す
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
一
）
第
�
期

高
田
中
学
校
時
代

高
田
中
学
校
時
代
は
、
布
施
の
研
究
に
と
っ
て
第
�
期
と
も
い
え
る
時
期
で
あ

る
。
高
田
に
赴
任
し
た
布
施
は
、
こ
こ
で
校
長
の
田
川
辰
一
と
出
会
う
。
田
川
は

明
治
三
十
六
年
に
高
田
中
学
校
の
校
長
に
就
任
し
、
大
正
元
年
十
一
月
に
長
岡
中

学
校
の
校
長
に
転
じ
る
ま
で
の
約
十
年
間
、
同
校
の
経
営
を
行
う
一
方
、
新
潟
県

上
越
地
方
の
歴
史
や
上
杉
謙
信
に
つ
い
て
も
造
詣
が
深
い
人
物
で
あ
っ
た
。
田
川

と
と
も
に
歴
史
研
究
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
布
施
は
、
明
治
四
十
二
年
五
月
二
日

よ
り
地
元
紙
『
高
田
新
聞
』
に
「
越
佐
史
料

一
話
一
言
」
及
び
「
上
杉
謙
信
公

の
人
格
」
を
い
ず
れ
も
田
川
と
分
担
し
て
連
載
し
、
後
者
は
単
行
本
と
し
て
高
田

中
学
校
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
６
）
。
次
い
で
明
治
四
十
三
年
一
月
三
日
に
は
高
田
と

そ
の
周
辺
に
所
在
す
る
史
跡
に
つ
い
て
概
説
し
た
『
高
田
案
内
』（
西
沢
高
田
支

店
、
田
川
の
序
文
を
付
す
）
を
刊
行
し
、
さ
ら
に
明
治
四
十
四
年
八
月
八
日
よ
り

同
年
十
二
月
二
十
四
日
ま
で
全
百
回
に
わ
た
り
「
上
越
繁
昌
論
」
を
『
高
田
新

聞
』
に
連
載
し
た
。

田
川
と
布
施
と
の
協
業
の
成
果
と
し
て
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
も
の
に
、
謙
信
文

庫
の
創
設
が
あ
る
。
明
治
四
十
年
四
月
二
十
九
日
、
高
田
中
学
校
で
は
上
杉
謙
信

の
三
百
三
十
年
祭
を
実
施
し
、
謙
信
の
関
係
史
料
を
集
め
て
展
覧
会
を
開
催
し
た
。

同
中
学
校
で
は
、
田
川
の
主
導
の
下
に
こ
れ
を
記
念
し
て
校
内
に
謙
信
文
庫
を
設

立
し
て
引
き
続
き
上
杉
謙
信
の
関
係
史
料
を
蒐
集
・
研
究
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

布
施
を
そ
の
主
任
に
任
じ
た
の
で
あ
る
。
謙
信
文
庫
で
は
、
上
杉
謙
信
に
関
わ
る

古
文
書
・
記
録
な
ど
を
蒐
集
し
、
そ
の
所
蔵
史
料
の
一
部
は
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
架
蔵
の
影
写
本
『
謙
信
文
庫
所
蔵
文
書
』（
請
求
記
号3071.41

―46

）
や
同
文

庫
よ
り
発
行
さ
れ
た
絵
葉
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
昭
和
十
六
年
九
月
に
中
学

校
の
校
舎
が
火
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
際
に
文
庫
も
類
焼
し
、
所
蔵
史
料
の
多
く

が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
が
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

上
杉
謙
信
の
伝
記
研
究
と
高
田
及
び
そ
の
周
辺
の
歴
史
に
つ
い
て
の
考
察
を
二

本
の
柱
と
す
る
布
施
の
研
究
は
、
大
正
三
年
よ
り
六
年
に
か
け
て
一
つ
の
集
大
成

の
時
期
を
迎
え
た
。
ま
ず
高
田
市
教
育
会
よ
り
そ
の
編
纂
を
嘱
託
さ
れ
て
い
た

『
高
田
市
史
』
が
大
正
三
年
に
刊
行
さ
れ
（
７
）
、
次
い
で
大
正
六
年
八
月
、
謙
信
の
伝

記
と
し
て
今
日
に
お
い
て
も
基
本
的
な
研
究
と
し
て
読
み
継
が
れ
て
い
る
『
上
杉

謙
信
伝
』
が
謙
信
文
庫
よ
り
上
梓
さ
れ
た
。

ま
た
、
高
田
時
代
の
布
施
の
研
究
と
し
て
、
そ
の
後
の
布
施
の
生
涯
に
影
響
を

与
え
た
も
の
に
「
有
栖
川
宮
第
一
代
妃
殿
下
御
墓
所
考
」（
全
一
冊
、
未
刊
）
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
有
栖
川
宮
家
の
初
代
に
当
た
る
高
松
宮
好
仁
親
王
（
一
六
〇
三

―
三
八
）
の
妃
寧
子
の
墓
所
を
高
田
の
天
崇
寺
に
所
在
す
る
五
輪
塔
に
確
定
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
明
治
四
十
一
年
八
月
に
ま
と
め
ら
れ
、
三
年
後
の
明

治
四
十
四
年
、
有
栖
川
宮
家
で
は
「
御
墓
所
取
調
」
の
功
に
よ
っ
て
布
施
に
金
一

封
を
下
賜
し
て
い
る
。
こ
れ
が
一
つ
の
機
縁
と
な
っ
て
、
布
施
は
後
に
い
わ
ゆ
る
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「
有
栖
川
宮
歴
世
行
実
（
有
栖
川
宮
全
伝
）」
の
編
纂
に
携
わ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
て
大
正
七
年
ま
で
高
田
中
学
校
に
勤
務
し
た
布
施
は
、
同
年
四
月
二
十

三
日
に
同
校
を
依
願
退
職
し
、
五
月
四
日
に
東
京
帝
国
大
学
よ
り
史
料
編
纂
補
助

を
嘱
託
さ
れ
、
史
料
編
纂
掛
に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
第
�
期

史
料
編
纂
掛
時
代

布
施
が
史
料
編
纂
掛
に
招
聘
さ
れ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
つ
は
、
高
田
時
代
の
布
施
の
堅
実
な
研
究
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
上
杉
謙
信
の
伝
記
研
究
と
上
越
の
歴
史
研
究
を

基
軸
と
し
て
研
究
を
進
め
て
き
た
布
施
は
、
大
正
三
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
そ
れ

ら
を
ま
と
め
る
大
著
を
刊
行
し
た
。
と
り
わ
け
『
上
杉
謙
信
伝
』
は
刊
行
後
間
も

な
い
大
正
六
年
九
月
二
十
三
日
に
早
く
も
再
版
と
な
り
、
同
八
年
十
二
月
一
日
に

は
三
版
が
刊
行
さ
れ
る
ほ
ど
好
評
を
も
っ
て
学
界
に
迎
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
謙
信

文
庫
の
主
任
と
し
て
、
史
料
の
蒐
集
・
整
理
と
い
う
側
面
に
お
い
て
も
一
定
の
経

験
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
今
一
つ
は
、
史
料
編
纂
掛
の
職
員
と
の
人
的
な
関
係
も
考
慮
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
布
施
が
と
り
わ
け
親
し
か
っ
た
の
は
、
明
治
八
年
に
太
政
官
に
設

置
さ
れ
た
修
史
局
に
二
等
繕
写
と
し
て
出
仕
し
て
以
来
、
大
正
二
年
に
史
料
編
纂

官
補
を
依
願
免
官
と
な
る
ま
で
約
四
十
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
修
史
事
業
に
関

係
し
た
鈴
木
円
二
（
一
八
五
〇
―
一
九
二
八
）
で
あ
る
。
鈴
木
は
、
依
願
免
官
後

も
引
き
続
き
史
料
編
纂
補
助
を
嘱
託
さ
れ
、
大
正
十
二
年
十
二
月
に
病
に
よ
っ
て

辞
職
す
る
ま
で
史
料
編
纂
掛
に
勤
務
し
て
い
る
。
布
施
は
、
上
杉
謙
信
の
研
究
の

た
め
に
米
沢
の
伊
佐
早
謙
と
知
り
合
い
、
そ
の
伊
佐
早
と
「
あ
た
か
も
兄
弟
の
ご

と
く
（
８
）

」
交
際
し
て
い
た
鈴
木
の
知
遇
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た

鈴
木
と
と
も
に
漢
学
者
の
川
田
剛
（
一
八
三
〇
―
九
六
）
に
学
び
、
同
様
に
修
史

局
に
奉
職
し
た
日
下
寛
（
一
八
五
二
―
一
九
二
五
）
は
、
布
施
が
哲
学
館
で
学
ん

で
い
た
際
の
恩
師
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。

高
田
時
代
の
研
究
業
績
に
加
え
て
、
こ
う
し
た
人
間
関
係
が
作
用
し
て
、
布
施

は
史
料
編
纂
掛
に
招
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

史
料
編
纂
掛
に
お
い
て
図
書
部
に
配
属
さ
れ
た
布
施
は
、
同
僚
の
永
峯
光
寿
と

と
も
に
『
史
料
編
纂
掛
図
書
目
録
』
を
編
纂
・
整
備
し
て
図
書
部
長
に
進
む
一
方
、

在
職
中
の
大
正
七
年
五
月
に
『
古
文
書
記
録
辞
典
』
の
編
纂
を
開
始
し
て
い
る
。

こ
の
辞
典
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
節
で
紹
介
す
る
が
、
古
文
書
・
古
記
録
の
中
か

ら
難
解
・
難
読
の
語
彙
を
抽
出
し
て
そ
の
正
確
な
訓
み
と
語
義
を
解
説
し
た
も
の

で
、
こ
の
後
、
布
施
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
も
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
間
の
大
正
十
年
四
月
に
は
、
新
潟
県
の
安
塚
村
教
育
会
よ
り
嘱
託
さ

れ
て
執
筆
し
た
『
直
峰
城
―
附
安
塚
―
（
９
）
』
を
刊
行
し
た
。
本
書
は
、
同
村
（
現
、

上
越
市
安
塚
区
）
に
所
在
す
る
南
北
朝
時
代
以
来
の
山
城
で
あ
る
直
峰
城
に
つ
い

て
概
説
し
た
も
の
で
、
文
献
史
料
の
解
釈
と
と
も
に
史
跡
の
踏
査
を
重
視
す
る
布

施
の
研
究
方
法
の
特
色
を
よ
く
示
す
著
書
で
あ
る
。

史
料
編
纂
係
掛
で
勤
務
し
た
五
年
の
間
に
、
布
施
は
、
大
正
八
年
ま
で
事
務
主

任
（
現
在
の
史
料
編
纂
所
長
）
を
つ
と
め
た
三
上
参
次
（
一
八
六
五
―
一
九
三

九
）
や
辻
善
之
助
（
一
八
七
七
―
一
九
五
五
）・
渡
辺
世
祐
（
一
八
七
四
―
一
九

五
七
）
ら
の
知
遇
を
得
て
、
三
上
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
『
明
治
天
皇
御
紀
』
の

編
纂
を
補
助
す
る
た
め
に
宮
内
省
の
臨
時
帝
国
室
編
修
官
補
に
任
官
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
時
に
、
大
正
十
二
年
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。

（
三
）
第
�
期

宮
内
省
時
代
以
後

宮
内
省
に
転
じ
た
布
施
は
、
ま
ず
『
明
治
天
皇
御
紀
』
を
編
纂
す
る
た
め
の
基
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礎
と
な
る
史
料
の
収
集
に
従
事
し
て
『
明
治
天
皇
御
紀
資
料
稿
本
』
の
編
纂
に
携

わ
り
、
次
い
で
翌
大
正
十
三
年
六
月
よ
り
昭
和
六
年
六
月
ま
で
『
明
治
天
皇
御

紀
』
初
稿
の
編
纂
に
参
与
し
て
い
る
。

布
施
を
臨
時
帝
室
編
修
官
補
に
推
挙
し
た
の
は
、
布
施
が
史
料
編
纂
掛
に
着
任

し
た
時
に
事
務
主
任
を
務
め
て
い
た
三
上
参
次
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
上

は
大
正
十
五
年
に
東
京
帝
国
大
学
を
退
官
す
る
と
臨
時
帝
室
編
修
官
長
に
転
任
し

て
『
明
治
天
皇
御
紀
』
の
編
纂
を
主
宰
し
、
そ
の
稿
本
が
完
成
す
る
と
引
き
続
き

『
公
刊
明
治
天
皇
御
紀
』
の
編
纂
を
行
っ
て
い
る
。

宮
内
省
に
勤
務
し
て
い
た
時
期
の
布
施
は
、
公
務
と
し
て
『
明
治
天
皇
御
紀
』

の
編
纂
を
行
う
一
方
で
、
自
身
の
研
究
を
も
着
実
に
続
け
て
い
た
。
大
正
十
四
年

五
月
五
日
に
は
『
謙
信
公
と
春
日
山
城
』（
高
陽
社
）
を
、
さ
ら
に
翌
大
正
十
五

年
三
月
一
日
に
は
久
保
宗
吉
・
入
沢
達
吉
両
氏
の
委
嘱
に
よ
っ
て
執
筆
し
た
『
今

町
と
戊
辰
戦
争
』（
克
誠
堂
書
店
（
１０
）
）
を
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
し
た
。

さ
ら
に
こ
の
時
期
に
布
施
は
、
高
橋
義
彦
の
委
嘱
に
よ
っ
て
『
越
佐
史
料
』
の

編
纂
に
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
越
佐
史
料
』
の
刊

行
は
大
正
十
四
年
に
開
始
さ
れ
、
布
施
が
勤
務
し
て
い
た
史
料
編
纂
掛
の
研
究
者

で
あ
る
渡
辺
世
祐
・
花
見
朔
巳
ら
が
編
纂
の
実
務
を
担
当
し
て
い
た
。
布
施
が
記

し
た
「
編
纂
年
表
（
１１
）
」
に
よ
れ
ば
、
自
身
が
編
纂
に
携
わ
っ
た
の
は
大
正
十
五
年
八

月
に
刊
行
さ
れ
た
巻
二
以
降
の
冊
で
あ
る
。
以
後
布
施
は
、
左
に
示
す
よ
う
に
巻

六
ま
で
の
編
纂
・
刊
行
に
携
わ
り
、
本
稿
の
第
三
節
に
お
い
て
詳
し
く
紹
介
す
る

よ
う
に
巻
七
に
相
当
す
る
部
分
に
つ
い
て
の
原
稿
を
完
成
さ
せ
る
と
と
も
に
、
さ

ら
に
続
く
慶
長
九
年
よ
り
明
治
四
年
の
部
分
に
つ
い
て
も
一
応
の
「
綱
文
」
と
典

拠
史
料
を
確
定
し
た
下
原
稿
を
編
纂
し
た
。
高
橋
と
布
施
の
好
誼
は
昭
和
九
年
四

月
に
高
橋
が
死
去
す
る
ま
で
続
き
、
布
施
は
同
年
五
月
に
漢
文
体
の
「
祭
高
橋
氏

彦
君
霊
文
（
１２
）
」
を
作
り
そ
の
死
を
悼
ん
で
い
る
。

公
務
と
し
て
の
『
明
治
天
皇
御
紀
』
の
編
纂
、
さ
ら
に
高
橋
義
彦
の
委
嘱
に
よ

る
『
越
佐
史
料
』
の
編
纂
と
並
ん
で
、
宮
内
省
時
代
の
布
施
に
と
っ
て
い
ま
一
つ

の
柱
と
な
っ
た
の
は
、「
有
栖
川
宮
歴
世
行
実
（
有
栖
川
宮
全
伝
）」
の
編
纂
で

あ
っ
た
。「
有
栖
川
宮
歴
世
行
実
」
と
い
う
の
は
、
大
正
十
五
年
よ
り
昭
和
十
五

年
に
か
け
て
編
纂
・
刊
行
さ
れ
た
有
栖
川
宮
家
歴
代
の
伝
記
全
十
二
巻
一
帖
の
総

称
で
あ
る
。
そ
の
中
の
一
冊
で
あ
る
『
有
栖
川
宮
総
記
』（
高
松
宮
、
一
九
四
〇

年
）
に
よ
れ
ば
、「
歴
世
行
実
」
の
編
纂
の
経
緯
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

有
栖
川
宮
家
は
、
後
陽
成
天
皇
（
一
五
七
一
―
一
六
一
七
）
の
第
七
皇
子
好
仁

親
王
が
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
に
高
松
宮
の
宮
号
を
賜
っ
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
、

好
仁
親
王
に
は
男
子
が
無
か
っ
た
た
め
、
後
水
尾
天
皇
（
一
五
九
六
―
一
六
八

〇
）
の
第
八
皇
子
で
親
王
に
は
甥
に
あ
た
る
良
仁
親
王
（
一
六
三
八
―
八
五
）
が

養
嗣
子
と
な
っ
て
花
町
宮
を
称
し
た
。
し
か
し
、
良
仁
の
兄
で
あ
る
後
光
明
天
皇

（
一
六
三
三
―
五
四
）
が
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
に
俄
に
死
去
し
、
そ
の
養
嗣

子
と
な
っ
て
い
た
識
仁
親
王
（
の
ち
の
霊
元
天
皇
）
は
わ
ず
か
に
生
後
二
ケ
月
で

あ
っ
た
た
め
、
良
仁
が
即
位
す
る
こ
と
と
な
り
（
後
西
天
皇
）、
寛
文
七
年
（
一

六
六
七
）
に
な
っ
て
後
西
天
皇
の
第
二
皇
子
で
あ
る
幸
仁
親
王
（
一
六
五
六
―
九

九
）
が
高
松
宮
家
を
継
承
し
、
同
十
二
年
に
有
栖
川
宮
の
称
号
に
改
め
て
い
る
。

【
表
１
】
布
施
が
参
与
し
た
刊
本
『
越
佐
史
料
』

冊
次

載

録

対

象

年

代

刊
行
年

巻
二

応
永
元
年
―
嘉
吉
三
年

一
九
二
六
年
八
月

巻
三

文
安
元
年
―
天
文
十
七
年
八
月

一
九
二
七
年
十
月

巻
四

天
文
十
七
年
十
二
月
―
永
禄
十
二
年

一
九
二
八
年
九
月

巻
五

元
亀
元
年
―
天
正
八
年

一
九
三
〇
年
六
月

巻
六

天
正
九
年
―
天
正
十
二
年
六
月

一
九
三
一
年
八
月
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こ
の
後
、
宮
家
は
左
の
系
図
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
、
威
仁
親
王
妃
慰
子
（
一
八
六

四
―
一
九
二
三
）
の
薨
去
に
よ
っ
て
絶
家
と
な
り
、
そ
の
祭
祀
が
高
松
宮
宣
仁
親

王
（
一
九
〇
五
―
八
七
）
に
受
け
継
が
れ
る
ま
で
代
を
重
ね
て
い
た
。

後
陽
成
―
後
水
尾
―
�
良
仁
―
�
幸
仁
―
�
正
仁

�
好
仁

霊

元
―
東

山

�
職
仁
―
�
織
仁
―
�
韶
仁
―
�
幟
仁

	
熾
仁



威
仁
―
実
枝
子

喜
久
子

徳
川
慶
久

大
正
天
皇
―
高
松
宮
宣
仁

※
○
は
有
栖
川
宮
家
の
歴
代

大
正
十
一
年
五
月
頃
、
熾
仁
親
王
妃
董
子
や
威
仁
親
王
妃
慰
子
の
意
を
受
け
て

威
仁
親
王
の
伝
記
の
編
纂
・
刊
行
が
初
め
て
計
画
さ
れ
た
。
し
か
し
翌
大
正
十
二

年
二
月
に
董
子
が
死
去
し
た
た
め
、
こ
の
事
業
は
暫
く
中
止
と
な
り
、
同
年
五
月

に
改
め
て
「
威
仁
親
王
行
実
編
纂
会
」
が
組
織
さ
れ
た
。
同
会
は
枢
密
院
顧
問

官
・
男
爵
平
山
成
信
を
委
員
長
と
し
て
、
海
軍
大
将
藤
井
較
一
を
は
じ
め
と
す
る

十
三
名
が
委
員
と
な
り
、
図
書
寮
編
修
官
の
芝
葛
盛
・
久
保
得
二
、
編
修
官
補
の

武
岡
博
三
・
武
田
勝
蔵
ら
が
編
纂
に
当
た
っ
た
。
こ
の
『
威
仁
親
王
行
実
』
は
、

大
正
十
四
年
に
原
稿
が
完
成
し
て
翌
十
五
年
五
月
一
日
に
印
刷
を
終
え
、
有
栖
川

宮
家
の
事
業
を
継
承
し
て
い
た
高
松
宮
宣
仁
親
王
に
奉
呈
さ
れ
た
。

『
威
仁
親
王
行
実
』
の
完
成
を
受
け
て
高
松
宮
家
で
は
、
引
き
続
き
有
栖
川
宮

熾
仁
親
王
（
一
八
三
五
―
九
五
）
の
伝
記
の
編
纂
を
命
じ
た
。
幕
末
か
ら
明
治
に

か
け
て
政
府
や
軍
の
要
職
を
歴
任
し
た
熾
仁
親
王
の
伝
記
は
、
親
王
の
没
後
間
も

な
い
明
治
二
十
八
年
に
宮
内
省
に
よ
り
そ
の
編
纂
・
刊
行
が
計
画
さ
れ
、
子
爵
杉

孫
七
郎
が
監
修
に
あ
た
り
、
有
栖
川
宮
家
の
旧
臣
で
も
あ
っ
た
歴
史
学
者
の
松
浦

辰
男
（
一
八
四
四
―
一
九
〇
九
）
が
同
年
五
月
に
編
纂
を
開
始
し
、
十
年
の
歳
月

を
か
け
て
明
治
三
十
八
年
に
全
十
五
冊
を
刊
行
し
終
え
た
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か

し
こ
れ
は
事
実
の
考
証
を
主
と
す
る
内
容
で
あ
っ
た
た
め
に
一
般
の
読
者
が
簡
単

に
通
読
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
頒
布
さ
れ
た
部
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、

改
め
て
『
熾
仁
親
王
行
実
』
の
編
纂
が
企
画
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

布
施
が
高
松
宮
家
の
委
嘱
を
受
け
て
「
歴
世
行
実
」
の
編
纂
に
加
わ
っ
た
の
は
、

こ
の
『
熾
仁
親
王
行
実
』
か
ら
で
あ
る
。
昭
和
二
年
二
月
、
以
下
の
職
員
を
組
織

し
て
そ
の
編
纂
を
開
始
し
た
新
版
『
熾
仁
親
王
行
実
』
は
、
二
年
後
の
昭
和
四
年

に
そ
の
稿
本
が
完
成
し
、
同
年
八
月
に
上
下
二
冊
と
印
譜
一
帖
の
印
刷
を
終
え
て

宣
仁
親
王
に
奉
呈
さ
れ
た
。

〔
編
修
顧
問
〕
平
山
成
信
・
杉
栄
三
郎

〔
幹

事
〕
武
田
尚

〔
編

修
〕
久
保
得
二
（
↓
芝
葛
盛
）・
布
施
秀
治
・
武
田
勝
蔵

『
熾
仁
親
王
行
実
』
の
編
纂
が
終
わ
る
と
、
芝
・
布
施
・
武
田
の
三
名
は
さ
ら

に
続
け
て
好
仁
親
王
よ
り
幟
仁
親
王
に
い
た
る
歴
代
の
伝
記
を
編
纂
す
る
こ
と
と

な
り
、「
歴
世
行
実
」
の
編
纂
が
す
べ
て
完
了
し
た
の
は
昭
和
十
五
年
十
二
月
の

こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
て
宮
内
省
勤
務
時
代
以
後
の
布
施
は
、『
明
治
天
皇
御
紀
』・「
有
栖
川

宮
家
歴
世
行
実
」
及
び
『
越
佐
史
料
』
の
編
纂
に
当
た
る
一
方
で
、
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
も
な
っ
て
い
た
『
古
文
書
記
録
辞
典
』
の
編
纂
を
進
め
つ
つ
、
雑
誌
『
中
央

史
壇
』
な
ど
に
論
文
・
小
文
を
発
表
す
る
な
ど
し
て
い
た
。

し
か
し
戦
火
が
激
し
く
な
っ
た
た
め
昭
和
二
十
年
に
東
京
を
離
れ
て
郷
里
に
疎

開
し
、
再
び
帰
京
す
る
こ
と
な
く
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
五
日
に
七
十
四
歳
で
死
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去
し
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
も
上
越
市
頸
城
区
手
島
に
残
る
布
施
の
旧
宅
に
は
、

東
京
か
ら
疎
開
さ
せ
た
原
稿
類
や
蒐
集
史
料
な
ど
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
さ
れ
て

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
紹
介
す
る
。

二

布
施
秀
治
旧
蔵
史
料
の
概
要

筆
者
が
頸
城
区
手
島
の
布
施
邸
を
初
め
て
訪
れ
た
の
は
、
二
〇
〇
八
年
八
月
三

十
日
の
こ
と
で
あ
る
。
布
施
秀
治
の
晩
年
に
そ
の
教
え
を
受
け
た
渡
辺
慶
一
が
執

筆
し
た
「
布
施
秀
治
」（『
越
佐
の
墨
芳
』
新
潟
日
報
事
業
社
、
一
九
七
九
年
）
に

よ
り
『
稿
本
越
佐
史
料
』
や
『
古
文
書
記
録
辞
典
』
の
稿
本
が
同
家
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
調
査
・
撮
影
を
行
う
こ
と
が
主
な
目
的
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
同
年
十
一
月
に
も
追
加
調
査
を
行
い
、
旧
蔵
史
料
の
概
要
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

史
料
は
、
母
屋
に
付
設
さ
れ
た
書
庫
と
別
棟
の
土
蔵
の
二
階
に
収
蔵
さ
れ
て
お

り
、
母
屋
の
書
庫
に
は
、『
稿
本
越
佐
史
料
』
や
『
古
文
書
記
録
辞
典
』
の
稿
本

を
は
じ
め
と
す
る
布
施
秀
治
の
原
稿
や
著
書
の
書
き
入
れ
本
が
配
架
さ
れ
て
い
た
。

一
方
の
土
蔵
に
は
、
当
初
は
文
書
の
類
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
二
階
に
上
が
る
と
箪
笥
五
棹
に
分
類
整
理
さ
れ
た
膨
大
な
量
の
文
書
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
性
格
は
、
母
屋
の
史
料
と
本
来
は
一
括

さ
れ
る
布
施
秀
治
自
身
の
稿
本
若
干
に
加
え
、
秀
治
以
前
の
布
施
家
が
伝
え
て
き

た
地
方
文
書
で
あ
る
。「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
布
施
秀
治
の

家
は
旧
手
島
村
の
名
主
を
つ
と
め
た
（
本
）
布
施
家
の
分
家
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

歴
代
の
当
主
が
し
ば
し
ば
本
家
の
業
務
を
代
行
し
、
ま
た
明
治
初
年
に
は
戸
長
を

つ
と
め
て
い
た
。
そ
の
た
め
多
く
の
地
方
文
書
が
残
さ
れ
、
秀
治
に
よ
っ
て
文
書

箪
笥
に
分
類
・
整
理
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
土
蔵
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
史
料

の
本
格
的
な
調
査
は
、
次
年
度
以
後
の
課
題
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
母
屋
の
書
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
き
た
史
料
に
つ
い
て
、
そ
の
概

要
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

書庫の棚に収められた

『古文書記録辞典』の稿

本。

布施秀治の旧邸。左手の増設

部分が書庫となっている。
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（
一
）『
古
文
書
記
録
辞
典
』
の
稿
本

前
節
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
布
施
は
史
料
編
纂
掛
に
勤
務
し
て
い
た
大
正

七
年
五
月
よ
り
『
古
文
書
記
録
辞
典
』
の
編
纂
を
始
め
て
い
た
。
布
施
が
昭
和
十

七
年
一
月
十
二
日
に
帝
国
学
士
院
に
お
い
て
報
告
し
た
「
古
文
書
記
録
に
見
え
た

る
語
辞
の
一
般
考
察
（
１３
）
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
編
纂
の
動
機
は
「
難
読
難
解
、
易
読
難

解
の
語
辞
を
、
古
文
書
及
び
古
記
録
の
中
か
ら
摘
出
し
て
、（
中
略
）
之
れ
を
辞

書
の
様
式
に
従
っ
て
編
纂
し
た
な
ら
ば
、
独
り
自
分
一
人
の
研
究
の
た
め
の
み
な

ら
ず
、
普
く
古
文
書
古
記
録
を
読
む
人
の
伴
侶
と
も
な
り
、
又
、
其
の
助
手
と
し

て
の
役
目
を
も
果
し
得
る
で
あ
ら
う
と
思
ひ
立
っ
た
」
か
ら
と
い
う
。

そ
の
仕
事
は
、
史
料
編
纂
掛
時
代
に
知
遇
を
受
け
た
歴
史
学
者
の
辻
善
之
助
に

認
め
ら
れ
、
辻
の
推
挙
に
よ
っ
て
高
松
宮
家
よ
り
研
究
費
を
交
付
さ
れ
（
１４
）
、
ま
た
帝

国
学
士
院
で
報
告
の
機
会
を
与
え
ら
れ
（
１５
）
な
が
ら
、
ほ
ぼ
独
力
で
編
纂
を
続
け
、
そ

れ
は
布
施
が
没
す
る
直
前
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

古
文
書
・
古
記
録
に
見
え
る
特
殊
な
語
彙
を
五
十
音
順
に
語
彙
を
集
成
す
る
と

い
う
地
道
な
研
究
の
成
果
は
、
ア
で
は
じ
ま
る
語
彙
の
部
分
を
印
刷
に
付
し
た

『
古
文
書
記
録
辞
典

ア
部
』（
試
刷
本
非
売
品
、
一
九
三
二
年
）
が
刊
行
さ
れ
た

ほ
か
は
全
て
未
刊
の
ま
ま
で
残
さ
れ
、
七
百
二
十
余
冊
に
及
ぶ
膨
大
な
稿
本
の
形

で
布
施
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

稿
本
は
、
諸
書
か
ら
用
例
を
書
き
抜
き
、
あ
る
い
は
関
係
す
る
部
分
を
切
り
抜

い
て
貼
り
付
け
た
も
の
を
仮
製
本
し
た
「
第
一
次
稿
本
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
と
、

そ
の
「
第
一
次
稿
本
」
を
「
古
文
書
記
録
辞
典
編
纂
用
紙
」
の
用
箋
（
二
〇
字
×

九
行
）
に
浄
書
し
て
仮
製
本
し
た
「
第
二
次
稿
本
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
に
大
別
さ

れ
る
。
今
回
の
二
度
に
わ
た
る
調
査
の
結
果
、
次
頁
に
掲
げ
る
【
表
２
】
の
よ
う

に
、「
第
一
次
稿
本
」
三
百
八
十
五
冊
、「
第
二
次
稿
本
」
三
百
二
十
七
冊
、
さ
ら

に
年
・
月
・
日
の
異
名
を
類
纂
し
た
「
年
ノ
異
名
等
」
八
冊
な
ど
テ
ー
マ
別
に
語

彙
を
集
め
た
も
の
若
干
冊
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。「第一次稿本」ア部の冒頭の部分。載録の対象から除外するもの語彙には「削除」印が捺され、推敲を重

ねた痕をうかがうことができる。
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【表２】 布施秀治編『古文書記録辞典』稿本目録

第 二 次 稿 本

備 考

「ア」の第二稿、現在所在未詳、
試刷本を作成した際に原稿とし
て使用されたか、

本編１２冊＋補遺１冊、

本編７冊＋補遺１冊、

本編３冊＋補遺１冊、

本編１３冊＋補遺１冊、

本編全２５冊のうち第２２冊欠（或
いは布施氏による通番号付与の
誤りか）、本編２４冊＋補遺２冊
を存す、

本編１１冊＋補遺１冊、

本編１１冊＋補遺１冊、

本編７冊＋補遺１冊、

本編１４冊＋補遺モト１冊、

「サ」の第二稿、現在所在未詳、

本編３５冊＋補遺２冊、

「ス」の第二稿、現在所在未詳、

本編９冊＋補遺１冊、

本編５冊＋補遺１冊、

第１冊・第６冊欠、別にハの原
稿数枚を存す、

現存冊数

０

１３

８

４

１４

２６

１２

１２

８

１５

０

３７

０

１０

６

１３

１２

６

７

１０

８

６

１

２

２

１１

１０

１０

３

６

６

８

３

３

４

３

２

３

３

５

１

３

２

３

２

２

２

３２７

冊数

？

１３

８

４

１４

２７

１２

１２

８

１５

３７

１０

６

１３

１２

６

７

１０

８

６

１

２

２

１３

１０

１０

３

６

６

８

３

３

４

３

２

３

３

５

１

３

２

３

２

２

２

３３０

第 一 次 稿 本

備 考

全２０冊のうち第１４冊・第１８冊欠、

表紙に記載の冊次は１～２４、そ
のうち第１８冊を甲・乙の二冊に
分冊、計２５冊、

全１４冊のうち第１１冊欠、

現存冊数

１８

１５

１０

３

１５

２５

１３

１９

１１

１７

１６

３６

６

１１

６

１６

９

６

７

９

８

６

１

２

２

１３

８

７

３

６

６

６

３

３

５

４

３

５

３

５

１

３

３

４

２

２

３

３８５

冊数

２０

１５

１０

３

１５

２５

１３

１９

１１

１７

１６

３６

６

１１

６

１６

９

６

７

９

８

６

１

２

２

１４

８

７

３

６

６

６

３

３

５

４

３

５

３

５

１

３

３

４

２

２

３

３８８

編目

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

コ

サ

シ

ス

セ

ソ

タ

チ

ツ

テ

ト

ナ

ニ

ヌ

ネ

ノ

ハ

ヒ

フ

ヘ

ホ

マ

ミ

ム

メ

モ

ヤ

ユ

ヨ

ラ

リ

ル

レ

ロ

ワ

ヰ

ヱ

ヲ

小計

31



布
施
が
編
纂
し
た
『
古
文
書
記
録
辞
典
』
の
全
体
像
は
、「
第
二
次
稿
本
」
を

基
盤
と
し
て
、
そ
の
欠
巻
部
分
を
試
刷
印
刷
本
（
ア
部
）
や
「
第
一
次
稿
本
」
に

よ
っ
て
補
う
こ
と
で
完
全
な
形
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
稿
本
の
公
開
が
俟
た
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
二
）『
稿
本
越
佐
史
料
』

『
古
文
書
記
録
辞
典
』
と
と
も
に
今
回
の
調
査
の
も
う
一
つ
の
目
的
で
あ
っ
た

『
稿
本
越
佐
史
料
』
に
つ
い
て
は
、
未
刊
に
終
わ
っ
た
刊
本
の
巻
七
に
相
当
す
る

天
正
十
二
年
七
月
よ
り
慶
長
七
年
に
ま
で
の
部
分
に
つ
い
て
、
印
刷
直
前
の
浄
書

原
稿
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
詳
細
は
、
次
節
に
お
い
て
紹
介
す
る
。

（
三
）
二
種
類
の
『
思
文
存
稿
』

「
思
文
」
と
号
し
て
い
た
布
施
秀
治
は
、
自
身
が
記
し
た
詩
文
や
和
歌
を
ま
と

め
て
『
思
文
存
稿
』
と
題
す
る
書
物
を
刊
行
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
布
施
家
に
は
秀
治
が
新
聞
に
寄
せ
た
記
事
の
切
り
抜
き
を
貼
り
付
け
た

『
思
文
存
稿
』
と
題
す
る
冊
子
が
現
存
し
て
い
る
ほ
か
、
秀
治
が
タ
イ
プ
打
ち
を

さ
せ
た
も
の
を
一
冊
に
製
本
し
、
夭
折
し
た
娘
の
岡
田
浜
子
に
献
じ
た
『
思
文
存

稿
』
と
い
う
冊
子
が
浜
子
の
兄
の
子
孫
の
家
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

切
り
抜
き
を
集
め
た
『
思
文
存
稿
』
は
、
上
杉
謙
信
に
関
わ
る
記
事
を
は
じ
め
、

帝
室
編
修
官
補
と
し
て
の
公
務
の
一
端
を
記
し
た
「
日
光
に
於
け
る
先
帝
の
御
生

活
」、
さ
ら
に
は
北
海
道
か
ら
樺
太
を
巡
っ
た
際
に
そ
の
見
聞
を
記
し
た
「
北
海

道
並
に
樺
太
め
ぐ
り
」
な
ど
多
様
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。

一
方
タ
イ
プ
打
ち
の
『
思
文
存
稿
』
は
、
昭
和
初
年
ま
で
の
詩
文
や
和
歌
を

「
国
文
」・「
漢
文
」・「
和
歌
」・「
漢
詩
」
の
順
に
配
列
し
、
末
尾
に
自
身
の
「
編

纂
年
表
」
と
「
印
譜
」
を
付
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
「
編
纂
年
表
」

を
は
じ
め
布
施
の
履
歴
を
探
る
た
め
の
好
史
料
が
含
ま
れ
て
お
り
、
本
稿
で
も
何

度
か
引
用
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

切り抜きを集めた『思文存稿』表紙（左）とそこに貼付された新聞記事の一つ「謙信余談」四。記事

には大正六年当時の布施秀治の肖像写真が掲げられている。
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こ
の
ほ
か
に
も
若
干
の
稿
本
類
や
詩
文
の
草
稿
が
あ
り
、
さ
ら
に
別
棟
の
土
蔵

二
階
の
文
書
箪
笥
に
も
秀
治
自
身
の
稿
本
を
収
め
た
引
き
出
し
が
あ
る
。
こ
れ
ら

を
含
め
て
、
布
施
秀
治
の
学
問
的
業
績
を
総
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
秀

治
の
代
よ
り
以
前
か
ら
伝
来
し
て
き
た
地
方
文
書
を
含
む
史
料
群
全
体
の
調
査
は

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

三

『
稿
本
越
佐
史
料
』

次
に
、
布
施
家
に
所
蔵
さ
れ
て
き
た
『
稿
本
越
佐
史
料
』
に
つ
い
て
紹
介
し
て

お
き
た
い
。
布
施
家
本
の
『
稿
本
越
佐
史
料
』
は
、
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
未
完

に
終
わ
っ
た
巻
七
に
相
当
す
る
部
分
で
、
天
正
十
二
年
よ
り
慶
長
七
年
の
史
料
を

載
録
し
て
い
る
。

【表３】布施家本『稿本越佐史料』

対 象 年 代

天正十二年七月～天正十三年

天正十四年

天正十五年～天正十六年

天正十七年

天正十八年～天正十九年

文禄元年～文禄四年

慶長元年～慶長四年

慶長五年～慶長七年

「頸城郡文禄検地」

冊次

第一冊

第二冊

第三冊

第四冊

第五冊

第六冊

第七冊

第八冊

別 冊

タイプ打ちの『思文存稿』。末尾には「呈 岡田浜子殿 父（花押）」の献呈署名がある。
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原
稿
は
、
半
葉
二
五
字
×
一
二
行
の
「
高
橋
製
」
の
用
箋
に
万
年
筆
で
記
さ
れ
、

右
の
【
表
３
】
の
よ
う
に
全
体
を
八
冊
に
分
冊
し
て
四
ツ
目
綴
に
製
本
し
て
い
る
。

本
編
八
冊
の
ほ
か
、
文
禄
年
間
に
お
け
る
検
地
の
関
係
史
料
を
収
載
し
た
『
頸
城

郡
文
禄
検
地
』
一
冊
が
存
在
し
、
全
九
冊
が
一
帙
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

原
稿
に
は
、
図
版
の
指
示
な
ど
が
細
か
く
な
さ
れ
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は

図
版
の
原
図
と
な
る
写
真
を
挟
み
込
ん
で
い
る
箇
所
も
あ
る
こ
と
か
ら
、（
財
）

北
方
文
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
稿
本
に
比
し
て
印
刷
直
前
の
段
階
の
原
稿
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
例
を
挙
げ
る
と
、
稿
本
は
天
正
十
二
年
十
月
十
四
日
に
「
十
四
日
〈
丁
巳
〉

景
勝
、
先
ニ
後
藤
勝
元
を
佐
渡
ニ
遣
シ
テ
本
間
氏
ノ
党
争
ヲ
和
解
セ
シ
ム
レ
ド
モ

調
ハ
ズ
、
本
間
季
直
・
本
間
高
季
等
、
各
主
張
ス
ル
ト
コ
ロ
ヲ
景
勝
ニ
訴
フ
」
と

い
う
「
綱
文
」
を
記
し
、
そ
の
典
拠
史
料
と
し
て
『
上
杉
家
記
』
所
収
太
田
文
書

よ
り
（
天
正
十
二
年
）
十
月
十
四
日
の
「
本
間
季
直
書
状
」
と
「
志
賀
槙
太
郎
氏

所
蔵
文
書
」
よ
り
十
月
廿
八
日
の
「
本
間
高
季
書
状
」
を
収
載
し
て
い
る
。
そ
し

て
上
の
図
の
よ
う
に
写
真
版
を
挿
み
込
み
図
版
の
挿
入
を
指
示
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
な
お
こ
の
文
書
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
の
影
写
本
『
志
賀
槙
太
郎

氏
所
蔵
文
書
』（
全
六
冊
、
請
求
記
号3071.25

―4

）
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
も

の
で
あ
る
の
で
、『
稿
本
越
佐
史
料
』
の
挿
入
図
版
を
左
に
掲
げ
て
お
く
。

『稿本越佐史料』天正十二年十月十四日の記事。

図版の原図として『稿本越佐史料』に挿み込まれた「本間高季

書状」の写真。
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以
上
、
布
施
家
本
『
稿
本
越
佐
史
料
』
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
紹
介
し
て
き
た
。

戦
国
大
名
上
杉
氏
の
研
究
は
、
近
年
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
、
と
り
わ
け
『
上
越
市

史
』
の
刊
行
に
よ
っ
て
上
杉
謙
信
・
景
勝
の
発
給
文
書
を
ほ
ぼ
網
羅
的
に
追
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
の
研
究
段
階
に
お
い
て
は
、『
稿
本
越
佐
史

料
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
史
料
一
点
一
点
に
つ
い
て
原
本
な
ど
に
よ
っ
て
校
正
し
、

『
上
越
市
史
』
よ
り
も
さ
ら
に
詳
細
な
注
記
を
付
し
て
公
刊
す
る
こ
と
が
課
題
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
意
外
な
こ
と
に
『
稿
本
越
佐
史
料
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る

上
杉
景
勝
の
発
給
文
書
で
あ
り
な
が
ら
市
史
の
載
録
か
ら
漏
れ
て
い
る
も
の
も
若

干
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
公
刊
も
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
本
稿
で
は
、『
越
佐
史
料
』
の
編
纂
の
実
務
を
担
っ
た
最
後
の
研
究
者
で

あ
る
布
施
秀
治
に
つ
い
て
そ
の
生
涯
と
学
問
的
業
績
を
紹
介
し
、
二
〇
〇
八
年
に

調
査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
『
稿
本
越
佐
史
料
』
を
は
じ
め
と
す
る
布
施
家
の
旧

蔵
史
料
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。

今
回
紹
介
し
た
布
施
家
所
蔵
の
史
料
の
う
ち
、
母
屋
の
書
庫
に
保
管
さ
れ
て
き

た
分
に
つ
い
て
は
、
ご
遺
族
の
方
の
ご
賛
同
を
得
て
上
越
市
に
寄
託
さ
れ
る
運
び

と
な
り
、
同
市
の
公
文
書
館
準
備
室
に
移
管
さ
れ
て
望
ま
し
い
状
態
の
も
と
で
保

存
の
道
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
方
、
土
蔵
の
二
階
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
史
料
に
つ
い
て
も
、
二
〇
〇
九
年
度
以
降
に
段
階
的
な
調
査
を
行
い
然
る
可
き

保
管
の
道
筋
を
付
け
て
い
き
た
い
。

あ
わ
せ
て
、
布
施
秀
治
の
業
績
を
史
学
史
の
中
に
位
置
付
け
る
こ
と
を
今
後
の

課
題
と
し
て
擱
筆
す
る
。

（
１
）
「
秀
治
」
の
名
は
布
施
家
で
も
「
シ
ュ
ウ
ジ
」
と
訓
み
慣
わ
し
て
お
り
、

ま
た
国
立
情
報
学
研
究
所
の
提
供
す
る
書
籍
検
索
デ
ー
タ
ベ
ー
スN

A
C
SIS

W
ebcat

や
国
立
国
会
図
書
館
のN

D
L
-O
P
A
C

で
も
「
シ
ュ
ウ
ジ
」
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
御
子
孫
の
方
々
に
よ
れ
ば
、
正
確
に
は
「
ヒ
デ
ハ
ル
」
で

『頸城郡文禄検地』の表紙及び巻頭。
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あ
る
。

（
２
）

高
橋
義
彦
（
編
）『
越
佐
史
料
』
巻
一
―
巻
六
（
高
橋
義
彦
、
一
九
二
五

―
三
一
年
）。
の
ち
に
小
村
弌
（
編
）
の
別
巻
を
付
し
て
名
著
出
版
よ
り
刊

行
（
一
九
七
一
―
七
二
年
）。

（
３
）

高
橋
義
彦
及
び
『
越
佐
史
料
』
の
編
纂
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
井
上
慶
隆

「
高
橋
義
彦
と
『
越
佐
史
料
』」（『
自
然
と
文
化
』
五
八
、
一
九
九
八
年
）
な

ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
４
）

以
下
、
布
施
秀
治
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、
特
に
注
記
の
な
い
限
り
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
架
蔵
の
「
履
歴
書
」
に
よ
る
。
こ
の
「
履
歴
書
」
は
半
葉
十

行
の
「
文
科
大
学
史
料
編
纂
掛
」
の
用
箋
に
記
さ
れ
た
も
の
で
、
大
正
十
二

年
に
史
料
編
纂
掛
を
依
願
退
職
す
る
ま
で
の
履
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）

布
施
家
所
蔵
。

（
６
）

田
川
辰
一
『
上
杉
謙
信
公
の
人
格
』（
高
田
中
学
校
、
一
九
〇
九
年
）。

（
７
）

新
潟
県
高
田
市
教
育
会
（
編
）『
高
田
市
史
』（
同
会
、
一
九
一
四
年
）。

（
８
）

布
施
「
晴
峰
鈴
木
先
生
伝
」（
一
九
三
〇
年
五
月
。
の
ち
に
同
『
思
文
存

稿
』
私
家
版
、
無
刊
記
に
所
収
）。
な
お
『
思
文
存
稿
』
は
、
布
施
が
自
身

の
詩
文
や
和
歌
を
集
め
て
編
纂
し
、
タ
イ
プ
打
ち
印
刷
を
さ
せ
た
も
の
で
、

夭
折
し
た
娘
の
岡
田
浜
子
に
献
呈
し
た
一
本
が
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
第
二
章
（
三
）
参
照
。

（
９
）

安
塚
村
教
育
会
（
編
）『
直
峰
城
―
附
安
塚
―
』（
安
塚
村
教
育
会
、
一
九

二
一
年
）。

（
１０
）

久
保
宗
吉
（
編
）『
今
町
と
戊
辰
戦
争
』（
克
誠
堂
書
店
、
一
九
二
六
年
）。

（
１１
）

前
掲
注
八
『
思
文
存
稿
』
所
収
。

（
１２
）

前
掲
注
八
『
思
文
存
稿
』
所
収
。

（
１３
）

布
施
秀
治
「
古
文
書
記
録
に
見
え
た
る
語
辞
の
一
般
考
察
」
上
・
下

（『
帝
国
学
士
院
紀
事
』
第
二
巻
第
一
号
・
第
二
号
、
一
九
四
三
年
）。

（
１４
）

布
施
秀
治
「
古
文
書
辞
典
編
纂
報
告
書
」（
一
九
四
四
年
）。
そ
も
そ
も
筆

者
が
布
施
秀
治
の
名
前
を
初
め
て
知
っ
た
の
は
、
研
究
費
の
助
成
を
受
け
た

布
施
が
宮
家
に
提
出
し
た
こ
の
報
告
書
と
そ
の
原
稿
と
を
古
書
店
に
て
購
入

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
当
時
、
筆
者
に
関
係
す
る
文
献
に
つ
い
て

教
授
さ
れ
た
峰
岸
明
氏
に
深
謝
す
る
。

（
１５
）

前
掲
注
（
１３
）
参
照
。
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